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今
日
の
社
会
は
、
国
際
化
の
時
代

だ
と
よ
く
耳
に
し
、
考
え
方
に
お
い

て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
的
発
想
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
現
代
は
、
た
だ
一
国

の
み
で
物
事
を
処
理
、
対
応
で
き
な

い
社
会
に
な
っ
て
お
り
、
全
く
外
国

人
と
の
か
か
わ
り
な
く
し
て
社
会
生

活
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
国
際
語
で
あ
る
英
語
を

小
さ
い
と
き
か
ら
学
ば
せ
た
い
、
学

ば
せ
る
べ
き
で
あ
る
、
ま
た
、
是
非

と
も
若
い
う
ち
に
海
外
研
修
や
留
学

を
経
験
さ
せ
な
け
れ
ば
と
い
う
意
見

を
頂
戴
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
英
語
教
育
に
力

　

現
に
、
市
教
育
委
員
会
で
は
英
語

教
育
の
重
要
性
と
国
際

時
代
に
対
応
で
き
る
人

材
の
育
成
に
か
ん
が
み

て
、
平
成
20
年
度
か
ら

小
学
校
で
英
語
指
導
講

師
を
招
き
英
語
教
育
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
成
果
は
、
す
で
に
中

学
校
の
英
語
の
先
生
か

ら
「
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い

て
英
語
感
覚
が
感
じ
ら

れ
ま
す
」
と
の
評
価
の

言
葉
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

市
内
の
保
育
園
や
幼

稚
園
に
お
い
て
も
教
育

的
指
導
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

国
際
交
流
の
取
り
組
み

　

ま
た
、
市
の
合
併
以
前
か
ら
行
わ

れ
て
き
た
神
埼
市
に
お
け
る
国
際
交

流
事
業
を
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。

①　

脊
振
村
と
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

（
ボ
ー
ク
ー
ル
町
）
と
の
間
で
姉
妹

都
市
締
結

　

経
過
概
要
：
１
９
３
６
年
11
月
19

日
、
パ
リ
か
ら
東
京
に
向
う
フ
ラ
ン

ス
の
飛
行
家 

ア
ン
ド
レ
･
ジ
ャ
ッ

ピ
ー
氏
が
操
縦
す
る
飛
行
機
が
脊
振

山
中
腹
で
、
エ
ア
ポ
ケ
ッ
ト
に
か
か

り
墜
落
、
遭
難
し
た
。
こ
の
ジ
ャ
ッ

ピ
ー
氏
を
脊
振
村
民
が
救
出
し
た
こ

　

こ
れ
ら
の
英
語
教
育
の
成
果
は

早
々
に
市
内
全
域
で
顕
示
で
き
る
も

の
と
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

市
政
の
課
題
を
考
え
る

市
長　

松
本　

茂
幸

国
際
交
流
と
英
語
教
育

▲

保
育
園
・
幼
稚
園　

英
会
話
学
習
状
況

保育園名 学習内容 回数 備考（趣旨）
小桜保育園

英会話

４回／月

子供たちに国際化に対応できる
人になってもらいたい

神埼双葉園 ３回／月
ベリーボタン保育園 １回／週
ちとせ保育園 １回／月
子どもの家保育園 １回／月

幼稚園名 学習内容 回数 備考（趣旨）
大立寺幼稚園

英会話
１回／週 英語に親しみを持たせる

ちとせ幼稚園 １回／月 小学校英語教育への準備
神埼幼稚園 １回／週 英語に親しめるように

と
か
ら
交
流
が
始
ま
り
、
１
９
９

５
年
６
月
に
脊
振
村
職
員
等
３
人
が

フ
ラ
ン
ス
共
和
国
ボ
ー
ク
ー
ル
町
を

友
好
訪
問
。
翌
年
、
10
月
27
日
に
脊

振
村
で
姉
妹
都
市
の
締
結
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
相
互
交
流
は

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
２
０

０
１
年
に
訪
仏
を
予
定
さ
れ
て
い
た

が
、
９
・
11
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ

ロ
事
件
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

　

課
題
：
今
後
の
方
向
性
を
明
確
に

し
、
整
理
が
必
要
。

②　

神
埼
町
と
大
韓
民
国（
慶
州
市
）

と
の
間
で
友
好
親
善
宣
言
文
交
換

　

経
過
概
要
：
１
９
９
９
年
８
月
に

佐
賀
空
港
開
港
を
記
念
し
、『
か
ん

ざ
き
町
民
の
翼
』
で
町
民
１
５
０
人

が
慶
州
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
慶
州

市
と
神
埼
町
は
古
代
ロ
マ
ン
に
満
ち

た
風
土
と
遺
跡
文
化
に
恵
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
２
０
０
０
年
４
月
に
友
好

親
善
宣
言
文
を
交
換
し
、
文
化
、
教

育
、
観
光
、
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
交
流
を
通
じ
て
相
互
理
解
と
親
睦

を
深
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
神
埼
町
は
慶
州
市
で
開
催
さ

れ
る
『
韓
国
の
酒
と
餅
祭
り
』
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
両

市
の
交
流
不
振
と
慶
州
市
の
国
際
交

流
自
治
体
の
交
流
事
業
整
理
に
よ
り

２
０
０
９
年
に
友
好
都
市
関
係
は
終

了
し
ま
し
た
。

▲外国の文化を学ぶ子どもたち

▲

ア
ン
ド
レ
・
ジ
ャ
ッ
ピ
ー
機
遭
難

　

60
周
年
記
念
式
典
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▲

王
仁
博
士
生
誕
地
に
建
つ
千
人
千
字
文
を
見
学

③　

脊
振
中
学
校
と
中
華
人
民
共
和

国
（
山
西
大
学
附
属
中
学
校
）
と
の

間
で
姉
妹
校
締
結

　

経
過
概
要
：
１
９
８
９
年
、
ス
ッ

ポ
ン
養
殖
研
修
の
た
め
脊
振
村
に

滞
在
し
て
い
た
中
国
山
西
省
出
身
の

３
人
を
招
き
国
際
交
流
会
が
開
催
さ

れ
、
そ
の
後
、
脊
振
中
学
校
３
年
生

の
国
語
授
業
（
漢
詩
の
学
習
）
へ
の

協
力
参
加
を
い
た
だ
く
な
ど
、
生
徒

と
の
交
流
が
深
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

一
人
の 

王 

光
栄 

氏
の
紹
介
で
、
脊

振
中
学
校
と
山
西
大
学
附
属
中
学
校

と
の
間
で
姉
妹
校
締
結
が
１
９
８
９

年
10
月
１
日
に
な
さ
れ
、
毎
年
相
互

に
訪
問
と
招
待
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

課
題
：
中
学
生
の
訪
問
団
員
は
６

人
程
度
と
少
な
く
、
全
体
へ
の
交
流

意
識
の
波
及
と
一
体
的
交
流
効
果
の

有
無
へ
の
検
証
、
さ
ら
に
市
内
中
学

全
体
（
神
埼
・
千
代
田
・
脊
振
）
の

中
で
の
あ
り
方
の
整
理
が
必
要
。

④　

グ
ル
ッ
ポ
・
イ
タ
リ
ア（
神
埼
町

商
工
会
青
年
部
）
の
国
際
交
流
活
動

　

経
過
概
要
：
１
９
９
１
年
に
神
埼

町
商
工
会
青
年
部
員
に
よ
る
国
際
交

流
と
ま
ち
お
こ
し
を
考
え
る
会
『
グ

ル
ッ
ポ
・
イ
タ
リ
ア
』
が
設
立
さ
れ
、

「
そ
う
め
ん
」
の
里
で
あ
る
神
埼
町

と
「
パ
ス
タ
」
の
国
イ
タ
リ
ア
と
の

交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

イ
タ
リ
ア
出
身
の
神
父
に
イ
タ
リ

ア
語
を
学
び
、
神
父
の
里
帰
り
に
青

年
部
員
８
人
が
同
行
、
イ
タ
リ
ア
中

部
の
町
ル
ッ
カ
や
ナ
ポ
リ
の
グ
ラ
ニ

ア
ノ
市
な
ど
を
訪
れ
、
う
ど
ん
、
そ

う
め
ん
の
試
食
会
を
行
い
交
流
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
グ
ラ
ニ
ア
ノ
市
長

が
神
埼
を
来
訪
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

日
で
は
、
グ
ル
ッ
ポ
・
イ
タ
リ
ア
の

活
動
が
休
止
の
状
態
に
あ
り
、
交
流

は
な
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

課
題
：
今
後
の
『
グ
ル
ッ
ポ
・
イ

タ
リ
ア
』
の
活
動
に
よ
る
展
開
如
何

と
他
の
団
体
等
の
国
際
交
流
の
あ
り

よ
う
を
想
定
し
た
整
理
が
必
要
。

⑤　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ａ
の
国
際

貢
献
活
動

　

経
過
概
要
：
貧
し
さ
ゆ
え
に
適
切

な
治
療
を
受
け
ら
れ
な
い
国
や
地
域

の
人
々
に
対
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
医
療

活
動
を
行
い
、
そ
の
視
力
回
復
、
社

会
復
帰
と
自
立
を
促
す
国
際
貢
献
を

１
９
９
９
年
か
ら
続
け
て
い
る
医
師

（
市
民
）
が
お
ら
れ
ま
す
。

　

課
題
：
④
同
じ
。

⑥　

王
仁
博
士
生
誕
地
探
訪
ツ
ア
ー

　

経
過
概
要
：
１
９
８
９
年
（
平
成

元
年
）
神
埼
町
観
光
協
会
の
会
長

が
町
の
首
長
か
ら
民
間
人
に
替
わ
ら

れ
、
大
韓
民
国
福
岡
総
領
事
館
と
の

か
か
わ
り
の
中
で
文
化
担
当
領
事
に

よ
る
『
王
仁
博
士
』
関
連
遺
跡
等
の

調
査
に
伴
い
、
竹
原
地
区
に
あ
る
鰐

神
社
境
内
の
『
王
仁
天
満
宮
』
石
碑

の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

韓
国
の
「
王
仁
博
士
」
研
究
学
者
や

全
羅
南
道
霊
岩
郡
と
の
交
流
が
始
ま

り
、
神
埼
町
か
ら
１
９
９
２
年
８
月

25
日
〜
28
日
に
76
人
の
『
第
一
回
王

仁
博
士
生
誕
地
探
訪
ツ
ア
ー
』
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
中
断
し
て

い
ま
し
た
が
、
２
０
０
９
年
８
月
に

再
訪
問
が
始
ま
り
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
先
月
８
月
19
日
か
ら

21
日
の
３
日
間
、
40
人
の
参
加
を
得

て
、
王
仁
博
士
生
誕
地
訪
問
ツ
ア
ー

を
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

課
題
：
王
仁
博
士
の
業
績
を
介
し

て
神
埼
市
と
全
羅
南
道
霊
岩
郡
が
、

今
後
、
文
化
・
経
済
・
観
光
・
ス
ポ
ー

ツ
・
教
育
の
向
上
に
寄
与
す
る
交
流

が
で
き
る
の
か
、
見
通
し
と
整
備
へ

の
可
能
性
の
研
究
、
検
討
が
必
要
。

⑦　

か
ん
ざ
き
チ
ョ
ボ
ッ
ト
・
ト
ー

キ
ン
グ
の
開
催

　

経
過
概
要
：
町
民
と
県
内
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
外
国
人
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
語
指
導
助
手
）
や
Ｃ
Ｉ
Ｒ
（
国
際

交
流
員
））
が
中
心
と
な
り
、
相
互

の
文
化
や
生
活
習
慣
を
理
解
し
合

う
た
め
、
留
学
生
や
町
民
が
国
の
郷

土
料
理
を
調
理
、
試
食
し
、
さ
ら
に

遊
び
と
軽
ス
ポ
ー

ツ
、
伝
統
芸
能
な

ど
を
披
露
し
合
い

な
が
ら
、
１
９
９

１
年
か
ら
２
０
０

３
年
ま
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

以
上
に
紹
介
し

た
以
外
に
も
、
神

埼
市
日
中
友
好
協

会
な
ど
、
す
で
に

市
民
の
皆
さ
ん
方

が
文
化
の
み
な
ら

ず
経
済
活
動
と
し

て
の
民
間
交
流
を

活
発
に
行
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
今
日
の
国
際
化
社
会
に

お
い
て
、
神
埼
市
の
行
政
と
し
て
の

国
際
交
流
は
い
か
に
あ
る
べ
き
と
い

う
基
本
的
方
針
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
国
際
交
流
と
は
何

か
？
行
政
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
事

務
事
業
で
あ
る
の
か
？
今
一
度
、
検

討
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
、
神
埼
市
国
際
交
流
事
業
取
組
検

討
委
員
会
（
仮
称
）
と
い
っ
た
組
織

を
設
立
し
、
こ
れ
ま
で
の
検
証
を
行

い
、
市
民
に
と
っ
て
有
効
な
国
際
交

流
事
業
を
求
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
感
覚

（
国
際
感
覚
）
や
多
目
的
、
多
面
的

な
価
値
観
な
ど
を
身
に
つ
け
た
市
民

育
成
（
ひ
と
づ
く
り
）
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

夜の市長室
どんなことでも構いません。
　皆さまの声をお聞かせください！

　８月の千代田総合支所開催分には、１人
が来庁されました。
○今後の予定

と　き と こ ろ
９月６日（火） 脊振総合支所
10月11日（火） 神埼市役所

　18：00～ 20：00（１組30 分程度）
※当日は、来庁順で受け付けを行います。
※お住まいの地区に関係なくお越しいただけます。
◎問い合わせ先
　神埼市役所　市長公室　☎ 37 － 0088

▲脊振中学校訪問団の歓迎式の様子
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取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器

〜
２
年
に
１
回
の
定
期
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
〜

１
．
は
か
り
の
定
期
検
査
と
は
？

２
．
検
査
対
象
計
量
器
と
は
？

４
．
定
期
検
査
の
受
検
方
法
に
つ
い
て

５
．
検
査
手
数
料

３
．
取
引
・
証
明
に
使
用
さ
れ
る
質
量
計

　
（
は
か
り
・
分
銅
等
）を
お
持
ち
の
方
へ

　
「
は
か
り
」
は
、
使
用
し
て
い
る
間
に
誤
差

が
生
じ
ま
す
。
計
量
法
に
基
づ
き
、
商
店
、
事

業
所
等
で
、
取
引
、
証
明
に
使
用
さ
れ
る
計
量

器
（
は
か
り
、
分
銅
等
）
は
、
２
年
に
１
回
、

定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

計
量
法
で
規
制
の
対
象
と
な
る
計
量
器
は
計

量
法
で
指
定
さ
れ
、「
特
定
計
量
器
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
特
定
計
量
器
は
、
検
定
に
合
格

し
な
い
と
取
引
・
証
明
に
使
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

取
引
・
証
明
に
特
定
計
量
器
を
用
い
る
と
き

は
、検
定
に
合
格
し
た
こ
と
を
示
す
検
定
証
印
が
付

さ
れ
た
も
の
を
用
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

違
反
し
た
場
合
は
、
罰
則
と
し
て
６
ヶ
月
以

下
の
懲
役
も
し
く
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
が
課

せ
ら
れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
質
量
計
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

◇
商
店
・
露
店
・
行
商
等
で
商
品
の
売
買
に
使

用
す
る
質
量
計

◇
農
業
・
漁
業
等
に
従
事
す
る
も
の
が
、
農
産

物
・
水
産
物
等
の
売
買
・
出
荷
の
た
め
に
使

用
す
る
質
量
計

◇
商
店
・
工
場
等
の
原
材
料
の
搬
入
（
学
校
・

病
院
等
へ
の
食
材
の
搬
入
）、
製
品
の
販
売
・

出
荷
の
た
め
に
使
用
す
る
質
量
計

◇
病
院
・
薬
局
等
で
使
用
し
て
い
る
調
剤
用
の

質
量
計

◇
病
院
・
学
校
・
保
育
所
・
幼
稚
園
等
で
使
用

し
て
い
る
身
体
検
査
用
の
体
重
計

◇
運
送
業
者
等
が
貨
物
運
賃
の
算
出
等
に
使
用

す
る
質
量
計

◇
公
共
機
関
へ
の
報
告
又
は
統
計
の
公
表
な
ど

を
目
的
と
し
て
行
う
計
量
に
使
用
す
る
質
量
計

※
た
だ
し
、
次
の
（
１
）
〜
（
４
）
に
該
当
す

る
質
量
計
は
定
期
検
査
の
対
象
外
で
す
。

（
１
）
取
引
・
証
明
に
用
い
な
い
も
の

◇
事
業
所
等
で
原
材
料
の
調
合
に
使
用
す
る
質

量
計

◇
郵
便
物
の
試
し
は
か
り
と
し
て
使
用
す
る
質

量
計

◇
農
家
で
肥
料
配
合
用
の
試
し
と
し
て
使
用
す

る
質
量
計

◇
風
呂
屋
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
体
重
計

◇
飲
食
店
等
で
調
合
用
に
使
用
す
る
質
量
計

※
家
庭
用
は
か
り
は
、
精
度
が
落
ち
る
た
め
本

来
、
取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

（
２
）
検
定
等
に
合
格
し
て
間
も
な
い
も
の
（
質

量
計
の
場
合
１
年
）

（
３
）
適
正
計
量
管
理
事
業
所
が
そ
の
指
定
を

受
け
た
事
業
所
で
使
用
す
る
も
の

（
４
）
計
量
証
明
事
業
者
が
計
量
証
明
に
使
用

す
る
も
の

　

神
埼
市
郡
で
は
、
10
月
27
日
か
ら
11
月
22
日

に
か
け
て
定
期
検
査
を
行
う
予
定
で
す
。
次
に

該
当
さ
れ
る
方
は
、
報
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
「
取
引
・
証
明
に
使
用
さ
れ
る
質
量
計
（
は

か
り
・
分
銅
等
）」
を
購
入
ま
た
は
譲
り
受

け
等
を
さ
れ
た
方

②
２
年
前
に
「
取
引
・
証
明
に
使
用
さ
れ
る
質

量
計
（
は
か
り
・
分
銅
等
）」
の
検
査
を
受

け
ら
れ
た
方
で
、
そ
の
は
か
り
を
廃
止
、
買

い
替
え
、
譲
渡
等
を
さ
れ
た
方

※
２
年
前
に
「
取
引
・
証
明
に
使
用
さ
れ
る
質

量
計
（
は
か
り
・
分
銅
等
）」
の
検
査
を
さ

れ
た
方
で
変
更
が
な
い
場
合
は
、
報
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
報
告
期
限
日　

９
月
14
日
（
水
）

○
報
告
先

　

神
埼
市
役
所　

商
工
観
光
課

　

☎
３
７

－

０
１
０
７

○
報
告
内
容

 

・
は
か
り
の
種
類

 

・
は
か
る
こ
と
の
で
き
る

最
大
重
量
等　

※
所
有
の
は
か
り
が
検
査
の
必
要
が
あ
る
か
な

い
か
を
確
認
し
た
い
と
き
は
、
下
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
検
査
日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は
、
市

報
か
ん
ざ
き
10
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

（
１
）
集
合
検
査

　

使
用
さ
れ
て
い
る
は
か
り
を
、
検
査
手
数
料

と
共
に
次
に
示
す
最
寄
り
の
検
査
場
所
に
持

ち
込
み
の
上
、
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
持
ち
込
み
が
で
き
る
は
か
り
（
非

自
動
は
か
り
）
は
、
ひ
ょ
う
量
２
５
０
ｋ
ｇ

以
下
の
も
の
で
す
。

○
検
査
期
間
（
予
定
）

　

10
月
27
日（
木
）か
ら
11
月
１
日（
火
）ま
で

（
２
）
所
在
場
所
検
査

　

は
か
り
が
土
地
建
物
等
に
固
定
さ
れ
移
動
で

き
な
い
も
の
や
、
体
積
が
大
き
い
た
め
ま
た

は
重
い
た
め
運
搬
が
著
し
く
困
難
な
も
の
に

つ
い
て
、
そ
の
は
か
り
の
所
在
の
場
所
で
実

施
す
る
検
査
で
、別
途
手
続
き
が
必
要
で
す
。

○
検
査
期
間
（
予
定
）

　

11
月
２
日（
水
）か
ら
22
日（
火
）ま
で

　

佐
賀
県
手
数
料
条
例
に
も
と
づ
く
定
期
検
査

手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
所
在
場

所
検
査
に
つ
い
て
は
、
別
途
諸
費
用
（
検
査
用

具
運
搬
費
等
）
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
役
所　

商
工
観
光
課

　

☎
３
７

－

０
１
０
７

　
（
社
）
佐
賀
県
計
量
協
会

　

☎
３
１

－

１
４
１
１



15 市報かんざき 2011. ９月号

神埼市子育て支援
センターだより

　市では「神埼市子育て支援センタ－事業」を通じ、子育て
支援、遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。
神埼市内にお住まいの子育て中の親子であればどなたでも参
加できます。（対象児：生後６ヶ月からの未就園児）

＊　ひ　だ　ま　り　の　会　＊

※　９月のママサロン　※

と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ 申込締切日

９月

8日（木）

10:00～　　
　　11:30

0・1歳児 スキンシップ遊び 神埼市中央公民館
参加を希望される方は

必ず３日前までにお申

し込みください。（電話

可）

15日（木） 2歳以上児 小麦粉粘土遊び 千代田町保健センター
22日（木） 全年齢児 公園で遊ぼう 高取山公園
29日（木） 全年齢児 リズム遊び 千代田町保健センター

10月
6日（木） 全年齢児 運動会 次郎体育館
13日（木） 全年齢児 楽器遊び 千代田町保健センター

と　　き 対　象 内　　　容 ところ 申込締切日
９月20日（火） 10:00～11:30 全年齢児のママ おしゃべりサロン 千代田町保健センター 予約不要

《子育て相談》
子育てについて迷ったり・・・誰でもありますよね。電話や窓
口などで受け付けています。どなたでも気軽にご相談ください。
○とき　月～金曜日（祝日を除く）９：00～16：00

　◎問い合わせ先　神埼市子育て支援センター（千代田町保健センター内）　☎44－4908

９月８日（木）・・・スキンシップ遊びです。
おもちゃを使って、お子さんと一緒に遊んで
みませんか？
バスタオルをお持ちください。

○家庭教育支援チーム「ほっとサロン」
　どの会にも参加申し込みはいりません。お気軽においでください。

と　　き ところ

９月

　1日（木） 『ほっとサロン』10:00～15:00
脊振公民館
２階　和室

15日（木） 『あすは　きっと ･･･』の会 10:00～12:00
神埼市中央公民館
２階　和室研修室

29日（木） 『ほっとサロン』10:00～15:00
神埼市中央公民館
１階　和室研修室

10月 　1日（土） 『吉村先生を囲んで座談会』19:30～21:00
脊振公民館
２階　和室

「あすはきっと･･･」の会とは？
一人で悩まないでいっしょに
考える場です。

「ほっとサロン」とは？
子育てに関わる人たちが自由
に集いおしゃべりする場です。

　◎問い合わせ先
　　家庭教育支援チーム（神埼市教育委員会　社会教育課内）
　　☎44－2731

　千代田町保健センターで「親子クッキング」を開催しました。
　メニューはジャージャー麺、ふな焼き、ゼリー･･･。みんな笑顔いっ
ぱいのランチタイムでした。

　　９月22日（木）・・・
脊振の高取山へ行きましょう。現地集
合、現地解散です。大人も子供も動き
やすい服装で来てください。お茶・帽
子・着替えを忘れないでね。雨天時は、
保健センターで室内遊びです。

９月29日（木）・・・
３Ｂ体操協会の先生によ
るリズム遊びです。音楽
に合わせて、切れのある
体づくりをしましょう。

９月15日（木）・・・小麦粉粘土遊びです。手でこねこね
して粘土にしてみましょう。出来た粘土で何を作ろうかな？
食紅を使いますので、汚れてもいい服でおいでください。
※持ってくる物・・・ボウル・ボウルが入るビニール袋・
　　　　　　　　　　 お手拭きタオル

▲

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ


